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「更生」への可能性
富山・水谷　結
　「犯罪にかかわってしまった人にも更生するチャンスをあげなければならない。」これは私が今回、「社会を明るくする運動公開ケース研究会」に参加して強く感じたことだ。
　私たちはいくつかのグループに分かれ、先輩から誘われ、深く考えずにそれに乗ってしまいひったくりをした上、相手に怪我を負わせてしまった魚津君を「保護観察処分」にすべきか「少年院送致」にすべきかについて話し合った。どちらが正しいのかはっきりした答えが出ず、二年生全体を見ても出した答えは半々だった。どのような事情があったとしても、罪を犯した事実は消えないし、それを受け入れ、償っていかなければならないことに変わりはない。今まで私は「どうして犯罪が起きてしまうのだろう。」「罪に問われたらどうなるのだろう。」「少年院での暮らしはどのようなものなのだろう。」などと思うことはあっても、罪を償い終えた人がどのような人生を送ることになるのかについては考えたことがなかった。今回の魚津君は、このことが原因で、自業自得ではあるが、推薦で内定していた高等学校への進学の話が無くなってしまった。少年院に入らずに済んだとして、この先、一般入試を受験するにしても、このことは確実にマイナスである。うわさが立ち、周りから白い目で見られることになるかもしれない。まだ中学三年生の魚津君は、この先いったいどうなってしまうのだろうか。
　この研究会の後、私はある新聞記事を目にした。保護観察中の人の就労支援についての記事だ。県に支援を求めた保護観察中の四十二人のうち、就労することができたのは二十三人にとどまったそうだ。また、県内の受刑者が刑務所内で採用面接を受け、就職できたというケースは今年度に入ってから一件のみだったそうだ。私は驚いた。罪を償い、反省し、新たな気持ちで再スタートを切ろうとしているときに、職がなければ衣食住もままならず、社会で生きていくことができないと考えるからだ。このままでは、社会復帰どころか、社会の輪からはみ出たままになってしまう。やり直すチャンスを与えられなければ、現状からはい上がることもできない。以前、刑務所の居心地が良く、小さな犯罪を繰り返し、刑務所に入り続ける人がいることを思い出した。社会の輪にうまく入ることができない事実が「再犯率の高さ」につながっているのではないかと思う。社会からは冷たい目で見られ、受け入れてもらうことが難しいが、刑務所の中では衣食住が保障され、自分と同じように、罪を犯したことのある「仲間」が集まっているのだ…と考える人がいてもおかしくないのかもしれない。このようなことからも、罪を犯した人が心から「変わりたい」「更生したい」「もう二度とこのようなことをしたくない」と思っていて、刑期も終えているのに、いつまでもその犯した罪を許し、受け入れることのできないこの社会が、また更に罪を生み出しているのかもしれない。魚津君は「やってしまった」「あのとき○○していれば」という気持ちは誰かに言われなくても感じているはずだし、もしやり直せるならもっと慎重に行動するようになるのではないかと私は思う。でも、魚津君の前向きな思いが周りに伝わらなかったとき、社会的に孤立してしまうことになる。
　罪を犯すことについて軽く考えているわけではない。このような制度のおかげで私たちの安全で安心できる暮らしは守られているし、ありがたいとも思う。しかし、被害者も加害者も同じ「人間」である。生まれながらにして凶悪な人はいないと私は思うし、結果として罪に問われることになった人の中には、知らなかった、こんなはずじゃなかった、中には誰かに騙された…という人だっていると思う。それなのに、「一回したからまた何かしでかすかもしれない」という目で見続け、排除しようとする行為は、いじめの仕組みと同じではないだろうか。
　人には「居場所」が必要である。そして、誰かに必要とされていると実感できる場が必要である。社会を明るくするために、みんなが心から許し合い、助け合い、思いやることのできる社会を目指していかなければならないと私は考える。
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